
温度プロファイリングの実行 
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1 MemoryPaqバッテリの充電 
最後のページを参照してください。

MemoryPaq
のリセット 
新しいデータを受信するためにロガーをリセットそのメモリを
クリアします。 注意：下記の場合にはリセットする必要はあり

ません：

•• 以前単一実行モードを選択した上に、今同じデータ収集パラメータ
を使用したい

•• 以前複数実行モードを選択し九つ以下の実行を行なってきました。
ロガーをパソコンに接続しInsightでロガーをリセットします。

データ記録の開始方
式（変換器インタフェ
ースが MemoryPaq 
に接続された時、ま
たは温度が特定レ
ベルに上がった時）
設定します。

サンプリング間隔を
選択します。

緑： OK   

黄： 注意

赤： バッテリを充電

バッテリステータスをチェックします

オーブンからシステ
ムを回収した際に
品質保証結果がす
ぐ分かります。 クリ
ックしパス/フェイル
基準を設定します。

各実行後にダウンロード（単一実行モード）し又は最
大10回の実行後にダウンロード（複数実行モード）
できます。

システムの組立て 
•• 全ての熱電対を変換器インタフェースに接

続します。
•• 変換器イン

タフェースを
MemoryPaq に接
続し、ステータス
LEDをチェックしま
す（最後のページ
参照）。

警告 
変換器インタフェースをMemoryPaqに接続す
る前に全ての熱電対を変換器インタフェース

に差込まなければなりません。

ロガーを耐熱ケース
中のヒートシンクに入
れます。

•• 耐熱ケースの蓋
を閉めて止めピン

（あれば）でその
キャッチを固定し
ます。

データ収集 
•• 製品またはテストピースにプローブを接

続します。
•• システムをオーブンに通し出口で回収します。

警告
耐熱手袋を着用すること。

•• 耐熱けーすからロガーを取り出し冷却させます。
•• 変換器インタフェースとMemoryPaqを切断

し、SmartPaq LED（パス/フェイル）をチェックしま
す。

複数実行モードでは、ステップ 3 と 4 を繰り返し最多
10回の実行を行ないます。
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5 データのダウンロード 
•• ロガーをパソコンに接続し
ダウンロードを選択します。

•• プロセスファイルを使用している場合に
は、プロンプトされた時に一つを選択します。

•• データを保存しレポ
ートを印刷します。

下記手順の詳細については、オーブントラッカー XL2 取扱説
明書と Insight ソフトウェアのヘルプシステムを参照してくだ

さい。

クイックリファレンスガイド
オーブント ラッカーXL2 と

DATAPAQ 部品番号 MA5657A – 第 1a 期 – Jp



Insightオーブントラッカーの主要機能

ロガーリセット
プロファイル実行前にデータ収集パラメータ（サンプリン

グ間隔、複数/単一実行モード、遠隔測定、トリガモード、SmartPaq 
動作）を設定します。

データダウンロード
実行後、収集された温度データをパソコンに転送します。

ウィザード
ウィザードは各種操作をステップバイステップで案内して

くれます。

パックファイルタブ 複数プロファイル
を開いたり切替えたりします。

トレランスカーブ  
受け入れ可能な包絡線を

提供し、温度ファイルをそれ
と比較できます（ヘルプを

参照）。

可動分割バー  
どのくらいの画面をグラフ又はデ
ータに充てるかを選択します。分析ウィンドウ  

分析モードはタブで選択され
ます（下記参照）。 赤いセル

中のデータはトレランスを超
えています。

メモ コメントを追加します 
（編集＞メモを選択）。

プローブツールバー プローブをクリック
し表示又は分析から除去します。

プローブウィンドウ プローブ位置付きの製
品写真を表示します （プロセス＞プロセス詳
細を選択）。

オーブンゾーンマーカ

オーブンバーとミミック  
距離軸とオーブン特徴の要約
を表示します （表示＞グラフ

オプションを選択）。

マウスズーム  
ある区域をドラッグアウトしズーム
インします。 よって、データグリッド
と分析はそのセクションのデータ
だけに適用します。

アラーム  
「フェイル」はト
レランスずれの
分析データ（下
記参照）又は実
行中の問題を示します。

パス

フェイル

レポート印刷
データとその分析の詳細なレポートを印刷します。 レポ

ートをカスタマイズするには、ファイル＞印刷オプションを選択し
ます。

マウス右クリック
グラフを右クックすると、常用

オプションのメニュー（下記の項目を
含む）を表示します。

オーバーレイ 異なった温度プロファ
イル及び/又はトレランスカーブを同
じグラフにオーバーレイし直接比較で
きます。

オーブンスタート調整 パックファイル
中のオーブンスタートとプロセスエン
ドのマーカを位置付け直します。

コピー テキスト/スプレッドシートデ
ータとしてパックファイルのデータを
Windowsのクリックボードにエクスポ
ートします。

ズーム 温度プロファイルのいろんな部分をズームします。

プロセスフ
ァイル 

プロセスの詳細情報を指
定するテンプレートファ
イルを作成します。 それ
らをデータに適用しデー
タを快速に解読・分析で
きます。

ヘルプ
どのダイアログでもヘルプボタンを押すと、現在行

っている操作に関する情報をアクセスできます。

これら及びその他の多くの機能の詳細について
は、Insightのヘルプシステムを参照してください。

•• パックファイルを開く。
•• 新規プロセス、オーブン、

製品又はレシピをセットア
ップ。

•• 新規トレランスカーブを作成
しデータをそれと比較。

•• ロガーをリセット。

•• データをダウンロード。
•• 統計プロセス制御を使って

プロファイル結果から傾向
を発見。

•• DataPaq値分析をセットアッ
プ（下記参照）。

統計プロセス制御
分析結果から傾向を発見します。

結果保存
将来の使用のためにプロファイリング実行の結果

をパックファイルとして保存します。

結果のEmail転送
プロファイリング結果をEmailできます。 Email受信者には

Insightソフトウェアがなかったら、Emailに提供されたウェブサイト
から無料パックファイルビュ－ワ（Paqfile Viewer）をダウンロード
して温度プロファイルを表示します。

* オーブントラッカーProfessionalにしかない機能。



上昇/下降とスロープ *
それぞれのプローブの加熱と冷却速
度を計算し分析します。

ピーク差
プロファイルの任意の単一ポイントで最大温
度差を記録した二つのプローブのデータ。

昇温 *
指定時間範囲にわたるプロファイルスロープを
計算し、指定硬化温度に達したまでの時間を示
します。

最大値/最小値
各プローブの達し
た最小と最大温度
を分析します。

温度での時間
指定温度に達した時の時間と、製品がその
温度またはそれ以上の温度に存在した時
間を計算します。

データ表示
プロファイルにおける任意のポイントの生
温度データを表示します。

•• 希望プローブトレースをクリックします。
•• 垂直バーを適切な位置にドラッグし、時間と温度情報を

読み取ります。

アラーム
アラーム条件をトリガした時間と原因（トレランスずれの
分析結果、ロガー過熱、ローバッテリ、無効測定値等）を示
します。

Datapaq値
Insightは、塗料メーカーの推奨硬化時間 /温度と製品の経験
した実際時間/温度を比較し、順守度を示す硬化指数を生成し
ます。

•• 塗料業者からの硬化スケジュール情報を入力するには、 オプションボタ
ン をクリックし又はウィザード を使用します。

プロファイル実行期間に獲得されたDatapaq値の評価基準：
•• 通常100近くは硬化OKを示します
•• 有意に100以下は硬化不足を示します
•• 有意に100以上は硬化過度を示します

品質保証テストから、受入可能な塗装硬化品質を示すDatapaq値（例：80
－140）を発見します。 よって、Datapaq値にて迅速にプロセスをコントロー
ルできます。

曲線下面積
温度プロファイルカーブと閾値温度の間に
ある面積を計算します。

温度差データ *
温度プロファイルにおける任意の2つのプ
ローブ間の温度の違いを表示します。

分析オプション

塗装ダメージの
可能性がある
温度。

三つの塗装硬化スケジュール（高、中、低「温
度での時間」設定）。

硬化（架橋結合）
開始時の温度。

分析モードの用法については、Insightのヘル
プシステムを参照してください。

それぞれの分析モードにおいて、
分析ウィンドウ中のオプションボタ
ンをクリックしその分析のための

パラメータを選択します。
ボタンをクリックしプローブ名を
編集します。

* オーブントラッカーProfessionalにしかない機能。

ベークチャート *
Datapaq値のグラフ
ィカル代案として、
硬化結果を受入可

能な時間/温度値の包絡線と比較で
きます。
ベークチャートデータタブは表としてデ
ータを表示します。

Datapaq値データ *タブは数値とグラフ形式でプロファイル実行中のそれぞ
れのデータポイントのDatapaq値を示します。



バッテリステータスLED
1秒間に1回で黄色点滅している時、バッテリ充電量は
20％以下に減っています。 バッテリを再充電します。

英数字表示

SmartPaq LED
SmartPaqパラメータがオーブンからのシステム回収
時のパス/フェイル分析のためにセットアップされた

（p.1参照）場合、LEDは緑/赤でそれぞれパス/フェイ
ルを示します。

英数字表示
（上記参照）

ロガーステータスLED
赤 緑 意味

5回点滅（毎秒一回）
してから停止

オフ 通信線はロガーとパワーアップしたパソコ
ンとの接続を確立しており、又は 
ロガーはデフォルトリセットパラメータで
リセットされています（ユーザマニュアル
を参照）

一緒に緑LEDと点滅（
毎秒一回）

一緒に赤LEDと点滅（毎
秒一回）

リセット後変換器インタフェースへの接続
待機中

サンプリング間隔*で
交互に緑 LED と点滅

サンプリング間隔*で交互
に赤 LED と点滅

ロガートリガ待機中（つまり、温度トリガが
設定された場合、変換器インタフェースが
接続された後）

オフ サンプリング間隔で点滅 * ロガーデータ収集中

5秒毎に点滅 オフ ロガーのメモリにダウンロードされていな
いデータがあります

緑LEDと一緒にダブ
ル点滅（5秒毎に）

赤LEDと一緒にダブル点滅
（5秒毎に）

複数実行モードでは、MemoryPaq は次回
の実行を開始するために変換器インタフェ
ースへの接続を待機しています

*点滅間隔は実際0.5～5秒間に落ちます。

表示 意味 

数字 
（例 0.5、50）

サンプリング間隔（秒単位）
。 サンプリング間隔（最多9.9
秒）は小数第 1 位まで表示さ
れます。

サンプリング間隔が長すぎ
るため画面に全部表示でき
ません。

1つの変換器インタフェース
接続（接続時にサッと表示）。

二つの変換器インタフェース
接続（デュアルインタフェース
ブロックに接続された際にサ
ッと表示）。

点滅

メモリフル又は 10 実行から
のデータ含有。 ロギング続
行前に必ずデータを削除し
ます。

表示 意味 

交互点滅

ロガー ― パソコン通信
中。

蛇行ライト

SmartPaq 計算中。

内部エラー： ハードウェア
リセットをしデフォルトパラ
メータでロガーをリブート
します（ユーザマニュアル
を参照）。 問題が解決しな
い場合は、Datapaq にご連
絡下さい。

表示 意味 
エラー ― ロガー温度が
45℃以上（ユーザマニュア
ルを参照）。

エラー ― 少なくとも一つの
プローブがトリガ温度を超
えているので、データ記録
は上昇温度によりトリガで
きません。

エラー ― 全ての熱電対は
開回路、または熱電対は接
続なし。

エラー ― 一緒に接続され
た後、MemoryPaqと変換
器インタフェースは正常に
通信しません。 再度接続
します。

エラー ― 通信ケーブルを
切断し再接続します。

XL2状態表示

バッテリ充電
1.	 充電器を電源に接続します。
2.	 充電器ケーブ

ルをMemory­
Paq の充電ソ
ケットに接続し
ます

バッテリ充電LED 
（充電ソケットの横にある）充

電中に赤、充電完了後に緑を示
します。 2時間でフル充電でき
ます。 

バッテリを節約するために、5
秒間で非アクティブの場合ロガ
ーは一時的にパワーオフします

（LEDが動作を停止）。
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